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小中一貫教育の神奈川県の動向 

ᖹ成 27㸦2015 ᖺ㸧ᖺ９᭶ࠕࠊ神奈川県ࡍࡊࡵ࡚ࡋᑠ中一貫教育ࡢ在ࡾ方 最終報告ࠖࡀ示
 ࠋࡍࡲࡋい࡚紹介ࡘ概要ࡢそࠋたࡋࡲࢀࡉ

県内の義務教育をめぐる現状と課題 

ᶅ 急速͵社会の変化Ͷついて  
   ࣭県全体ࡢ㸳歳～14歳ࡢ子ࡢࡶ数2040ࠊࡣᖺࡣ 2010ᖺ比較࡚ࡋ約 30%減少ࠋࡿࡍ 

   ࣭日本語指ᑟࡀ必要࡞児童･生徒ࡢ数ࡀ全国࡛㸰番目多くࠊ使用ࡿࢀࡉ母語ࡶ多種多様࡛あࠋࡿ 
ᶆ 学力や学習意欲Ͷついて 
 ࣭全国学力࣭学習状況調査࡛ࠊࡣ県ࡢᖹ均正答率ࡣ全国同程度࡛あࠋࡿ 

ࡿ大ษ࡛あࡣ勉強ࠕ࣭     ࠋࡿい࡚ࡋく低ୗࡁけ࡚大中学校ࡽᑠ学校ࠊࡀ児童･生徒ࡿࡍ回答ࠖ
ᶇ 不登校やいͣめ͵ʹͶついて 
   い࣭ࠊࡵࡌ不Ⓩ校ࠊ暴力行Ⅽࡢ件数ࡀ࡞ᑠ学校㸴ᖺ生ࡽ中学校㸯ᖺ生け࡚増加࡚ࡋいࠋࡿ 
   ࣭自尊感情ࡘい࡚ᑠ･中学校ࡶ全国ᖹ均ࢆୗ回࡚ࡗいࠋࡿ 

ᶈ 地域や家庭の教育力Ͷついて 
   ࣭保護者自身ࡀ子育࡚ࢆ手探ࡾ状態࡛行わࢆࡿࡊ得࡞い状況ࡶ生࡚ࢀࡲいࠋࡿ 

ᶉ 学校規模の縮小Ͷ伴う、教育環境の充実ͳ教育資源の効果的͵活用Ͷついて 

   将࣭来わたࠊ࡚ࡗ教育水準ࡢ維持࣭ 向ୖࢆ図ࡿたࠊࡵ教育資源ࡢ᭷効活用ࡢ検討ࡀ求ࠋࡿࢀࡽࡵ 

県の小中一貫教育校の考え方 

(1) 小中一貫教育のͳらえ 
 ᑠ࣭中学校ࠊࡀ同ࡌ教育目標ࡍࡊࡵࠊࡶࡢ子ࡶ像ࢆ共᭷ࠊࡋ義務教育９ᖺ間ࢆ一貫ࡋた 

系統的࡞教育課程ࢆ編成ࠊࡋそࢀ基࡙ࡁ行う教育 

(2) 神奈川県ͳ͢てめͤ͡小中一貫教育校のͤがた 
神奈川県ࡢᑠ中一貫教育校࡛ࠊࡣ次ࡼࡢう࡞子ࡶたちࡀ育ࡿࢀࡲこ࡚ࡋࡊࡵࢆいࠋࡿ 

࣭９ᖺ間ࡢ教育活動ࢆ通࡚ࡋ他者ࢆ尊重ࠊࡋ思いやࡿ力ࢆ育࡛ࢇいࠋࡿ 

࣭９ᖺ間一貫ࡋた系統的࡞教育課程ࠊࡶࡢ学習習慣ࡢ確立及び確࡞学力ࡢ育成ࢆ通ࠊ࡚ࡋ
自立ࡋた一人ࡢ人間࡚ࡋ社会ࢆたくࡋࡲく生ࡁ抜く力ࢆ育࡛ࢇいࠋࡿ 

࣭地域ࡢ様々࡞関わ９ࡘࡶࢆࡾᖺ間ࡢ教育活動ࢆ通࡚ࡋ社会ࡢ中࡛自己ࡀ成長࡚ࡋいࡿこ 

 ࠋࡿい࡛ࢇ育ࢆ力ࡿࡍ貢献社会将来的ࠊࡋ実感ࢆ

࣭９ᖺ間ࡢ教育活動ࢆ通࡚ࡋ個々ࡢ良ࢆࡉⓎ揮ࡿࡍこࡾࡼ自己肯定感ࢆ育࡛ࢇいࠋࡿ 

࣭インクル࣮シブ࡞視Ⅼ࡛ࡢ教育実践ࠊࡾࡼ多様࡞仲間たちࡢ学び合いや高ࡵ合いࢆ通
 ࠋࡿい࡛ࢇ育ࢆ力ࡿ創ࢆ共生社会主体的ࠊ࡚ࡋ

(3) 小中一貫教育校を導入͢たͳきの効果 
ᶅ 急速͵社会の変化Ͷついて 
࣭集団ࡢ規模ࡀ確保ࠊࢀࡉ一定規模ࡢ集団ࢆ前提ࡋた教育活動ࡀ保障ࡿࢀࡉ考えࠋࡿࢀࡽ 
ᶆ 学力や学習意欲Ͷついて 
࣭中学校ࡢ教職員ࡀᑠ学校࡛授業ࢆ行うこࠊࡾࡼᑠ学生ࡾࡼࡣ専門性根ࡋࡊた授業ࢆ
受けࡿこࡀ可能ࠊࡾ࡞学力や学習意欲ࡢ向ୖࡀ期待࡛ࠋࡿࡁ 

ᶇ 不登校やいͣめ͵ʹͶついて 
࣭ᑠ学校ࡢ児童ࠊࡣ࡚ࡗ日常的中学校ࡢ生徒や教職員共学び共生活ࡿࡍこ
 ࠋࡿࡁ期待࡛ࡀこࡿ࡞く࡞少ࡀこࡿࡌ感ࢆ不安ࡿࡍ対生活ࡢ中学校࡛ࠊࡾࡼ

ᶈ 地域や家庭の教育力Ͷついて 
࣭９ᖺ間ࡢࡾࡀ࡞ࡘࡢ中࡛保護者同士ࡢ関係ࡶ広ࠊࡾࡀ例えࠊࡤ中学生ࡢ保護者ࡀᑠ学生ࡢ
保護者ࡢ相談関わࠊ࡞ࡿ悩ࡢࡳ共᭷や解決ࡀ図ࢀࡽやࡍくࡿ࡞こࡀ期待࡛ࠋࡿࡁ 

ᶉ 学校規模の縮小Ͷ伴う、教育環境の充実ͳ教育資源の効果的͵活用Ͷついて 
࣭ᑠ･中学校ࡀ一体的࡞組織ࡿ࡞こࠊ࡛校務ศ掌ࡀ効率的行わࡿࢀこࠊ࡞教育資源
 ࠋࡿࡁ期待࡛ࡀ活用࡞効果的ࡢ


